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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第58期

第２四半期
連結累計期間

第59期
第２四半期
連結累計期間

第58期

会計期間

自 平成28年
　 ２月１日
至 平成28年
　 ７月31日

自 平成29年
　 ２月１日
至 平成29年
　 ７月31日

自 平成28年
　 ２月１日
至 平成29年
　 １月31日

売上高 （千円） 4,130,409 4,518,215 8,147,738

経常利益又は経常損失（△） （千円） 122,143 73,006 △215,752

親会社株主に帰属する
四半期純利益又は親会社株主に帰属する
当期純損失（△）

（千円） 52,417 47,015 △416,559

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 95,783 65,501 △396,064

純資産額 （千円） 1,872,746 1,445,797 1,380,899

総資産額 （千円） 4,356,398 4,476,280 4,220,411

１株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり当期純損失金額（△）

（円） 7.39 6.61 △58.70

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益金額

（円） 7.37 6.61 －

自己資本比率 （％） 43.0 32.3 32.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △91,986 11,819 △3,700

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △326,673 △335,763 △619,207

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 243,470 80,355 579,603

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（千円） 512,400 401,531 647,419
 

　

回次
第58期

第２四半期
連結会計期間

第59期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自 平成28年
　 ５月１日
至 平成28年
　 ７月31日

自 平成29年
　 ５月１日
至 平成29年
　 ７月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 2.70 3.52
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．第58期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり当

期純損失であるため記載しておりません。

３．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が判断

したものです。

 

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間の業績は、既存店の業績の回復基調及び新商品の業績貢献により、前年比で売上

高、売上総利益及び粗利率が改善したものの、一部の新規店舗及び既存店舗の業績が伸び悩み、営業利益、経常

利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益はいずれも前年比で減少となりました。

その結果、売上高4,518,215千円（前年同四半期比9.4%％増）、営業利益92,624千円（同48.6％減）、経常利

益73,006千円（同40.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益47,015千円（同10.3％減）となりました。

 
セグメントの業績は、次のとおりです。

 

①unico事業

ファブリックにつきましては当第１四半期に引き続き、当第２四半期においてもラグ、オリジナルが前年比で

増収となった一方で、カーテンは前年比で減収となりましたが、ファブリック全体では前年比で増収となりまし

た。また、家具につきましては当第１四半期に欠品状態が続いた「ADDAY」、「ELEMT」といった新シリーズの入

荷が進み、当第２四半期の業績に貢献しました。

また、出店状況におきましては、既存ブランドunicoを流山おおたかの森と東京ソラマチにオープンしました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間のセグメント売上高は4,404,334千円（前年同四半期比8.4％増）、セ

グメント利益は108,205千円（同40.0％減）となりました。

②food事業

既存店であるbistro oeuf oeufの業績は堅調に推移したものの、同じく既存店のLe Bistro、NAAK CAFE自由が

丘は固定客の獲得で苦戦し、新規店のNAAK CAFE流山おおたかの森は店舗オペレーションの定着に時間を要したた

め、業績が伸び悩みました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間のセグメント売上高は113,881千円（前年同四半期比67.2％増）、セグ

メント損失は15,580千円（前年同四半期は116千円のセグメント利益）となりました。
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（２）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ245,888千円減少し、401,531千円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果、収入した資金は11,819千円（前年同四半期連結累計期間

は91,986千円の支出）となりました。主な収支は、減価償却費の計上による内部留保104,798千円、店舗数増加に

伴う売上債権の増加による支出201,146千円及びたな卸資産の増加による支出171,058千円であります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果、支出した資金は335,763千円（前年同四半期連結累計期間

は326,673千円の支出）となりました。これは主に、新規出店に伴う有形固定資産の取得による支出244,966千

円、敷金及び保証金の差入による支出101,136千円によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果、収入した資金は80,355千円（前年同四半期連結累計期間

は243,470千円の収入）となりました。これは主に、長期借入れによる収入400,000千円、長期借入金の返済によ

る支出318,367千円によるものであります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,200,000

計 19,200,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成29年７月31日）

提出日現在
発行数（株）

（平成29年９月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 7,109,400 7,109,400
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数 100株

計 7,109,400 7,109,400 － －
 

(注) 普通株式は完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
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（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
 

（千円）

資本金残高
 

（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成29年５月１日～
平成29年７月31日

－ 7,109,400 － 380,462 － 360,462

 

 

（６）【大株主の状況】

平成29年７月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

三澤 太 東京都目黒区 2,880,000 40.51

飯塚　智香 東京都目黒区 420,000 5.91

日本トラスティ・サービス信託銀行株式
会社（信託口）

東京都中央区晴海一丁目８番11号 265,100 3.73

尾張　睦 千葉県我孫子市 261,700 3.68

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（信託口）

東京都港区浜松町二丁目11番３号 243,300 3.42

大塚　幸江 栃木県河内郡上三川町 216,000 3.04

ミサワ従業員持株会 東京都渋谷区恵比寿四丁目20番３号 86,200 1.21

日本トラスティ・サービス信託銀行株式
会社（信託口５）

東京都中央区晴海一丁目８番11号 50,100 0.70

楽天証券株式会社 東京都世田谷区玉川一丁目14番１号 36,400 0.51

日本トラスティ・サービス信託銀行株式
会社（信託口１）

東京都中央区晴海一丁目８番11号 36,300 0.51

計 － 4,495,100 63.23
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（７）【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成29年７月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,107,200 71,072
権利内容に何ら限定のな
い当社における標準とな
る株式であります。

単元未満株式 普通株式　　　1,800 － －

発行済株式総数 7,109,400　 － －

総株主の議決権 － 71,072 －
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式86株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成29年７月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数

の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ミサワ

東京都渋谷区恵比
寿四丁目20番３号

400 － 400 0.00

計 － 400 － 400 0.00
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成29年５月１日から平成

29年７月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年２月１日から平成29年７月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年１月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年７月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 647,419 401,531

  売掛金 367,652 568,798

  商品及び製品 1,142,363 1,322,969

  仕掛品 916 4,006

  原材料及び貯蔵品 119,949 103,579

  未収還付法人税等 48,432 997

  繰延税金資産 123,919 109,892

  その他 149,453 99,224

  流動資産合計 2,600,105 2,610,999

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 492,176 662,056

   その他（純額） 142,058 190,525

   有形固定資産合計 634,234 852,582

  無形固定資産 249,736 221,739

  投資その他の資産   

   繰延税金資産 149,122 142,994

   敷金及び保証金 566,583 628,082

   その他 20,628 19,881

   投資その他の資産合計 736,333 790,959

  固定資産合計 1,620,305 1,865,280

 資産合計 4,220,411 4,476,280
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年１月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年７月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 227,450 286,774

  1年内返済予定の長期借入金 572,621 563,984

  前受金 342,750 336,210

  賞与引当金 54,264 97,799

  ポイント引当金 137,000 128,000

  株主優待引当金 149,000 83,000

  その他 351,449 447,096

  流動負債合計 1,834,536 1,942,865

 固定負債   

  長期借入金 958,658 1,048,928

  退職給付に係る負債 14,495 16,846

  資産除去債務 31,822 21,842

  固定負債合計 1,004,975 1,087,617

 負債合計 2,839,512 3,030,482

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 380,372 380,462

  資本剰余金 360,372 360,462

  利益剰余金 625,301 672,317

  自己株式 △222 △222

  株主資本合計 1,365,824 1,413,019

 その他の包括利益累計額   

  為替換算調整勘定 13,543 32,029

  その他の包括利益累計額合計 13,543 32,029

 新株予約権 1,531 748

 純資産合計 1,380,899 1,445,797

負債純資産合計 4,220,411 4,476,280
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年２月１日
　至 平成28年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年２月１日
　至 平成29年７月31日)

売上高 4,130,409 4,518,215

売上原価 1,747,031 1,817,312

売上総利益 2,383,377 2,700,903

販売費及び一般管理費 ※  2,203,069 ※  2,608,279

営業利益 180,308 92,624

営業外収益   

 受取利息 90 32

 運送事故受取保険金 2,587 1,520

 保険解約返戻金 － 4,845

 その他 2,205 2,570

 営業外収益合計 4,883 8,968

営業外費用   

 支払利息 1,963 3,004

 為替差損 56,929 24,517

 その他 4,155 1,064

 営業外費用合計 63,048 28,586

経常利益 122,143 73,006

特別利益   

 新株予約権戻入益 98 782

 特別利益合計 98 782

税金等調整前四半期純利益 122,242 73,789

法人税等 69,824 26,773

四半期純利益 52,417 47,015

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 52,417 47,015
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年２月１日
　至 平成28年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年２月１日
　至 平成29年７月31日)

四半期純利益 52,417 47,015

その他の包括利益   

 為替換算調整勘定 43,365 18,485

 その他の包括利益合計 43,365 18,485

四半期包括利益 95,783 65,501

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 95,783 65,501

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年２月１日
　至 平成28年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年２月１日
　至 平成29年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 122,242 73,789

 減価償却費 96,630 104,798

 賞与引当金の増減額（△は減少） 16,291 43,535

 ポイント引当金の増減額（△は減少） 1,000 △9,000

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 1,274 2,351

 株主優待引当金の増減額（△は減少） △22,000 △66,000

 受取利息 △90 △32

 支払利息 1,963 3,004

 売上債権の増減額（△は増加） △149,407 △201,146

 たな卸資産の増減額（△は増加） △128,426 △171,058

 仕入債務の増減額（△は減少） △65,589 59,599

 未払消費税等の増減額（△は減少） △19,462 54,555

 その他 46,619 68,447

 小計 △98,955 △37,153

 利息の受取額 90 32

 利息の支払額 △2,019 △3,103

 法人税等の支払額 △15,121 △685

 法人税等の還付額 24,019 47,884

 保険解約返戻金の受取額 － 4,845

 営業活動によるキャッシュ・フロー △91,986 11,819

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △169,983 △244,966

 無形固定資産の取得による支出 △83,227 △2,900

 敷金及び保証金の差入による支出 △73,785 △101,136

 敷金及び保証金の回収による収入 345 12,508

 その他 △23 731

 投資活動によるキャッシュ・フロー △326,673 △335,763

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 リース債務の返済による支出 △1,581 △1,458

 長期借入れによる収入 500,000 400,000

 長期借入金の返済による支出 △254,948 △318,367

 新株予約権の行使による株式の発行による収入 － 180

 財務活動によるキャッシュ・フロー 243,470 80,355

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6,311 △2,299

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △181,500 △245,888

現金及び現金同等物の期首残高 693,900 647,419

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  512,400 ※  401,531
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（税金費用の計算方法の変更）

税金費用の計算は、従来、四半期会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税

率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて算定しておりましたが、当第１四半期連

結会計期間より、経営環境の変化により業績に影響を与える要因が増加し、合理的な見積実効税率の算定が困難

となったため、年度決算と同様の方法による税金費用の計算における簡便的な方法に変更しております。

なお、当該会計方針の変更による前第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であるため、遡及適用

はしておりません。

　

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針 第26号平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。

　

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年２月１日
至 平成28年７月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年２月１日
至 平成29年７月31日）

従業員給料及び手当 563,938千円 701,216千円

地代家賃 574,125 650,790 

賞与引当金繰入額 67,556 43,535 

退職給付費用 4,517 5,863 

ポイント引当金繰入額 1,000 11,837 
 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおり

であります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年２月１日
至 平成28年７月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年２月１日
至 平成29年７月31日）

現金及び預金勘定 512,400千円 401,531千円

現金及び現金同等物 512,400 401,531
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 平成28年２月１日 至 平成28年７月31日）

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 平成29年２月１日 至 平成29年７月31日）

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

 Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 平成28年２月１日 至 平成28年７月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   (単位：千円)

 

報告セグメント

合計

unico事業 food事業

売上高    

  外部顧客への売上高 4,062,311 68,098 4,130,409

 セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 4,062,311 68,098 4,130,409

セグメント利益 180,191 116 180,308
 

(注) セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

 Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 平成29年２月１日 至 平成29年７月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   (単位：千円)

 

報告セグメント

合計

unico事業 food事業

売上高    

  外部顧客への売上高 4,404,334 113,881 4,518,215

 セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 4,404,334 113,881 4,518,215

セグメント利益又は損失（△） 108,205 △15,580 92,624
 

(注) セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年２月１日
至 平成28年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年２月１日
至 平成29年７月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 7円39銭 6円61銭

 （算定上の基礎）   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 52,417 47,015

   普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額（千円）

52,417 47,015

   普通株式の期中平均株式数（株） 7,096,914 7,107,985

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 7円37銭 6円61銭

 （算定上の基礎）   

   親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千円） ― ―

   普通株式増加数（株） 16,291 5,857

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

 
（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ミサワ(E26095)

四半期報告書

18/19



独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成２９年９月１４日

株式会社ミサワ

取締役会 御中

　

有限責任監査法人トーマツ
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   城　　戸　　和　　弘   印

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   木   村   尚   子   印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ミ

サワの平成２９年２月１日から平成３０年１月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２９年５月

１日から平成２９年７月３１日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２９年２月１日から平成２９年７月３１日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ミサワ及び連結子会社の平成２９年７月３１日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

　
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 　

EDINET提出書類

株式会社ミサワ(E26095)

四半期報告書

19/19


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

